
希望研修タイプ
（未定でも選択してくだ

さい）
希望期間 （例：3週間等）

応募者氏名 法人番号

所属団体名
（正式名称）

ミッション

主要事業

予算規模

フリガナ 年齢 歳

氏名 性別 □男 □女

職名（役職） 勤続年数 　　　　　年

職務内容

以下のいずれかにチェックしてください。2.の場合は、詳しくご説明ください。

□　1. 良好　　 □　2. 海外においても健康管理を講じ研修を遂行できる

□ＴＯＥＩＣ　 　　　　　点 □ＴＯＦEL　　　　　　　　点 □英検　　　 　　　　　級

□その他英語力を測るもの （試験名：

□英語以外の語学

募集要項を理解し，その内容に同意した上で2020年度ＮＧＯスタディ・プログラムに応募します。

［備考］

海外／国内 実務研修型／研修受講型

有給/専従職員数

語学力

所属団体概要

スコア：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スコア：　　　　　　　　　　　　　　　　　）（試験名：

健康状態
応募者情報

円 　　　　　　/

外務省主催

2020年度 ＮＧＯスタディ・プログラム研修員
応募用紙

令和 　 年　　月　　　日現在

所属団体情報
ＦＡＸ：電話：

E-mail：
応募団体担当者と連絡ができるアドレスをご指定くだ
さい。

〒：



①団体名

在職・活動時期

職種形態

担当業務
（箇条書き）

業務経験から
得たもの

②団体名

在職・活動時期

職種形態

担当業務
（箇条書き）

業務経験から
得たもの

③団体名

在職・活動時期

職種形態

担当業務
（箇条書き）

業務経験から
得たもの

組織名 所在国/都市

組織活動内容

希望理由

希望研修期間 打診状況

組織名 所在国/都市

組織活動内容

希望理由

希望研修期間 打診状況

提供機関名

研修国/研修地 受講期間

プログラム名 受講料（約） 円

概要

提供機関名

研修国/研修地 受講期間

□専従　□非専従

年月-年月（　　　　年　　　ヶ月間）

□有給　□無給

□有給　□無給

年月日-年月日 □内諾済み □交渉・調整中　□交渉・調整予定

□有給　□無給

□専従　□非専従

□専従　□非専従

年月日-年月日 □内諾済み □交渉・調整中　□交渉・調整予定

第2候補

・
・
・

【研修受講型　希望プログラム】

年月日-年月日

・
・
・

年月-年月（　　　　年　　　ヶ月間）
ＮＧＯ等

活動経験
（応募団体を含む）

新しいものから簡潔
に書いてください。

・
・
・

年月-年月（　　　　年　　　ヶ月間）

【実務研修型　希望研修先】

希望する研修タイプの研修先もしくはプログラムについて状況をご記入ください。

第2候補

第1候補

年月日-年月日

第1候補



プログラム名 受講料（約） 円

概要

希望先 希望期間

希望理由

打診状況 □内諾済み □交渉・調整中　□交渉・調整予定　

帰国後に応募団体ならびに日本のＮＧＯに還元可能な内容と方法についてを枠内にお書きください。（最大500文字程度）

　                  間

年月日-年月日

研修テーマを枠内にお書きください。(最大50文字程度）

期待する研修成果を枠内にお書きください。（最大400文字程度）

実務研修を追加す
る場合、

希望する研修先

希望研修期間をお書きください。

第2候補

研修内容を枠内にお書きください。（最大400文字程度）

テーマ選定理由を枠内にお書きください。（最大400文字程度）



令和       年　　　月　　　日

推薦者　役職

氏名 印

推薦書は、応募団体の代表役員あるいは事務所責任者による推薦を署名・捺印（団体印）の上提出願います。

フォローアップ・プログラムの活用希望について

研修テーマに関連してアピールしたい活動経験・時期（調査、インターン、留学等）※旅行・短期出張は除く

□検討する□希望する

上記の者は、今後、当団体の中核人員として活躍が期待される者であり、当団体として同人が
ＮＧＯスタディ・プログラムの研修員として、研修に必要な計画・調整能力、

遂行能力、研修遂行および研修先での生活に必要な言語使用能力および健康状態を備えており、
適当と認め推薦いたします。

推薦書

【小論文テーマ】
日本のＮＧＯに必要な強化項目を1つ挙げ、取るべき方策とその結果期待される日本の

ＮＧＯ活動への波及効果について具体的な例を挙げながらお書きください。
（Ａ4用紙 １枚程度、様式自由）

応募者による英語小論文
別途書類を添付してください


